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　本会では，会員企業担当者の知識習得やスキルの
向上を企図した勉強会や講習会などを定期的に実施
しております．
　本号では，５月に開催した「やわらか和食「口福
膳」に学ぶ講習会」について紹介いたします．この
「学ぶ講習会」は今回第２回目の開催となります．
前回の第１回は「嚥下食フレンチ」を提供されてい
る横浜市のフレンチレストラン創作料理 Maison 
HANZOYA 様にご協力いただき開催しておりま
す．ここでは，フレンチと介護食を融合させた素晴
らしい調理技術とシェフの想いを学びました．
　そこで，２回目の今回の勉強会は，「和食嚥下食」
をテーマに，愛知県犬山市の日本料理関西様のご協
力を得て開催いたしました．当日は，同店代表の小
島健一氏と料理長の猿橋央志氏を講師に迎え，和食
嚥下食「口福膳」の開発経緯や，そこに込められた
想いについてお話しいただきました．
　口福膳の開発は，地域の在宅医療医から「食べる
ことに困難を抱える方にも，おいしい料理を届けら
れないか」と相談を受けたことがきっかけだったそ
うです．取り組みを開始したのは2017年からで，
当初は嚥下食に関する知識もほとんどなく，茶碗蒸
しや雑炊など身近な料理から提供を始めたものの，
試作を重ねる中で「もっと料理らしく，もっと楽し
めるものにしたい」という思いが強くなっていった
といいます．
　講演の中で特に印象的だったのは，「私たちは介
護食ではなく，料理を作っている」という言葉でし
た．安全に食べられることはもちろん大切ですが，
それだけではなく，和食らしい彩りや盛り付け，季
節感，そして“食べる喜び”を感じてもらうことを
大切にしていると語られました．実際に口福膳は，
うなぎや寿司，ステーキなど，一見すると嚥下食と
は思えないほどです．
　その裏には数え切れないほどの試行錯誤がありま
した．利用者から寄せられた「うなぎが食べたい」
「唐揚げが食べたい」といった声を受け，食材の形
や食感，見た目を再現するために何度も改良を重ね
たそうです．冷凍・解凍後も品質を保つ工夫や，料
理としての美しさを損なわないための技術開発には
約２年を要したとのことでした．この期間はちょう
どコロナ禍と重なり，飲食店経営が苦境あったころ
でもありました．
　なかでも，嚥下障害のある方のご家族から「初め
て唐揚げを食べさせてあげることができた」と言わ
れたエピソードは，お二人にとって忘れられない出
来事として紹介されました．その言葉を聞いたとき
に，この取組の意義を改めて実感したと語られた姿
が印象的でした．

　講演を通じて，食べることは単なる栄養摂取では
なく，人生の楽しみや思い出，家族との大切な時間
につながるものであることを改めて考えさせられま
した．「誰もが同じ食卓で食事を楽しめる社会を目
指したい」というお二人の言葉は，UDF が目指す
価値とも通じるものであり，参加した食品メーカー
担当者に多くの気づきと学びを与える講習会となり
ました．
　今回，このような講習会を快く引き受けいただい
た日本料理関西様に感謝を申し上げるとともに，意
欲をもって出席した各社の今後の製品開発に一層期
待してまいりたいと思います．
　日本料理関西
　〒484-0894　愛知県犬山市羽黒長田19-１
　電話　0568-67-4314
　https://www.kofukuzen.com/

【会議，催事等の予定】
７月10日（金）　第25回定期総会・令和８年度第
１回理事会・特別講演会・会員懇親会
７月16日（木）　第１回容器包装研究会
７月17日（金）　第２回業務用 WG
７月22日（水）　第１回普及委員会

【UDF商品登録状況（2,287品目・５月末現在）】

【会員の異動（５月）】
　計97社（５月末現在）．

◎�日本介護食品協議会では会員企業を募集していま
す．協議会とユニバーサルデザインフードについ
ては事務局までご連絡下さい．

　事務局：東京都千代田区神田東松下町10−２
　　　　　翔和神田ビル３階
　　　　　TEL　03－5256－4804
　　　　　FAX　03－5256－4805
　　　　　https://www.udf.jp/

日本介護食品協議会コーナー

第２回やわらか和食「口福膳」に第２回やわらか和食「口福膳」に

学ぶ講習会学ぶ講習会

区分１ 区分 2 区分 3 区分 4 とろみ調整 拡張 合計
乾 燥 食 品 0 16 4 0 64 5 89
冷 凍 食 品 334 291 783 60 0 0 1,468
常 温 食 品 231 49 272 177 1 0 730
合 計 565 356 1,059 237 65 5 2,287

講習会の様子
提供された口福膳「久（きゅう）」．
ひとつずつ取り出せる容器にも工夫


